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２－15　職員の派遣に関する協定書

　松川村長　茅野德則（以下「甲」という。）と、北アルプス広域行政組合長　腰原　愛正（以下「乙」という。）とは、職員の派遣について、次のとおり協定する。

　（派遣）

第１　乙は、甲に対して、松川村地域防災計画に定める災害対策本部及び水防本部の業務を行うために必要な職員を派遣する。

　（派遣の範囲）

第２　乙が甲に派遣する職員（以下「派遣職員」という。）の範囲は、松川村地域防災計画に定める範囲とする。ただし、増員が必要な場合は、甲乙協議のうえ別にその範囲を定めるものとする。

　（従事業務）

第３　派遣職員は、次の各号に定める業務に従事するものとする。

　(１)　災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第23条第１項及び松川村災害対策本部条例に基づく松川村災害対策本部業務

　(２)　水防法（昭和24年法律第193号）第25条に基づく松川村水防本部業務

　（派遣期間）

第４　職員の派遣期間は、次の各号に定める期間とする。

　(１)　甲が松川村災害対策本部を設置した時から災害応急対策が終了するまでの間

　(２)　甲が松川村水防本部を設置した時から災害応急対策が終了するまでの間

　（派遣職員の身分）

第５　派遣職員は、北アルプス広域消防本部及び松川村の職員の身分を併せ有するものとする。

　（公務災害補償）

第６　派遣職員の公務災害補償は、乙が行うものとする。ただし、その基礎となる事実認定については、甲乙協議するものとする。

　（補則）

第７　この協定についての疑義及びこの協定に定めのない事項については、その都度甲乙協議のうえ定めるものとする。

　この協定を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各１通を保有する。

　　　平成10年５月20日

甲　　松川村長　　茅　野　德　則　　印　　

乙　　北アルプス広域行政組合　　　　　　　

組合長　　　腰　原　愛　正　　印　　
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〔松川防２〕
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〔松川防２〕


